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戎光祥近代史論集６

将軍の港 兵庫・神戸
―幕末の海防・開港と港湾都市構想

開港とともに〝海防〟として機能した軍港都市
将軍徳川家茂が「海内無双の好港」と評し、将軍上洛艦隊の駐留地や幕府軍の兵員・

物資の輸送拠点となった〝将軍の港〟。台場築造、軍艦運用、石炭供給、日米の開港交渉、

外国人居留地など、一大港湾の形成過程と機能の実像を、最新研究から描き出す。
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